
1029 JUL 2021  /  No 1199征くシリーズ

●征くシリーズ●取材・執筆・写真／本誌編集部

■ 

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
る
だ

け
で
「
こ
れ
ほ
ど
緑
深
き
場
所
が
あ
っ
た
の

か
…
」
と
訪
れ
る
人
を
驚
か
せ
る
、
ハ
ム
ス

テ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ス
。
歩
き
慣
れ
て
い
な
け
れ

ば
道
に
迷
っ
て
し
ま
う
、
ま
さ
に
「
森
」
と

も
言
え
る
同
所
の
一
角
に
佇
む
白
亜
の
館
が

「
ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
」
だ
。
今
回
は
、
こ

の
緑
と
青
空
に
映
え
る
旧
伯
爵
邸
を
訪
れ
て

み
た
い
。

　

ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
の
起
源
は
、
そ
れ

ほ
ど
古
く
は
な
い
。
18
世
紀
半
ば
、
英
国
で

も
っ
と
も
影
響
力
の
大
き
い
判
事
の
一
人
で
、

奴
隷
制
を
禁
止
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
初
代
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
伯
爵
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
レ
ー
が
、
ケ
ン

ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
の
『
前
身
』、
お
よ
び
そ
の

周
辺
の
土
地
を
購
入
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　

当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
高
級
住
宅
地
と
い
え
ば
、
南
西
部
の

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
や
ト
ゥ
イ
ッ
ケ
ナ
ム
。
こ

れ
に
対
し
、
北
部
の
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
周
辺

は
、
学
者
や
法
律
関
係
者
が
好
ん
で
住
む
エ

リ
ア
で
あ
っ
た
。
ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス

（Kenw
ood H

ouse

）
は
も
と
も
と
「Cane 

W
ood H

ouse

」
と
呼
ば
れ
、
公
文
書
印
刷

所
長
一
家
が
暮
ら
す
レ
ン
ガ
づ
く
り
の
簡
素

な
建
物
だ
っ
た
。
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
伯
は
、

こ
の
屋
敷
の
改
築
を
新
古
典
主
義
の
人
気
建

築
家
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ダ
ム
に
依
頼
。
15
年
の

月
日
を
費
や
し
て
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き

る
白
亜
の
邸
宅
の
基
礎
を
完
成
さ
せ
た
。

　

さ
て
ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
の
歴
史
を
語

る
に
は
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
物
が

い
る
。
奴
隷
制
の
解
体
に
寄
与
し
た
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
伯
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ

う
女
性
―
―
そ
の
名
を
ダ
イ
ド
・
エ
リ
ザ
ベ

ス
・
ベ
ル
と
い
う
。
今
年
３
月
に
米
国
で
放

送
さ
れ
た
ハ
リ
ー
王
子
夫
妻
の
特
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
番
組
で
、
メ
ガ
ン
妃
が
「
長
男
の

ア
ー
チ
ー
を
妊
娠
中
、
こ
の
子
の
肌
の
色
が

ど
れ
く
ら
い
濃
く
な
る
か
が
話
題
と
な
り
、

と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
と
語
っ
た
が
、

今
よ
り
も
多
く
の
人
々
が
階
級
制
度
の
重
み

に
あ
え
ぎ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
時
代
に
、

ダ
イ
ド
は
非
常
に
特
殊
な
立
場
で
生
き
た
女

性
だ
っ
た
。

　

ダ
イ
ド
は
１
７
６
１
年
、
英
領
ハ
バ
ナ
で

生
ま
れ
た
。
父
親
は
男
爵
家
の
次
男
で
、
七

年
戦
争
の
た
め
英
海
軍
の
軍
艦
「
Ｈ
Ｍ
Ｓ
ト

レ
ン
ト
」
号
の
艦
長
と
し
て
西
イ
ン
ド
諸
島

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ダ
イ
ド
の
母

親
は
と
い
う
と
、
英
戦
艦
と
交
戦
し
た
ス
ペ

イ
ン
の
奴
隷
船
か
ら
略
奪
さ
れ
た
、
ア
フ
リ

カ
人
奴
隷
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
英
国
に

帰
任
す
る
と
、
５
歳
に
な
る
娘
を
母
方
の
伯

父
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
伯
が
暮
ら
す
ケ
ン

ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
に
送
っ
た
。
子
ど
も
の
な

か
っ
た
伯
爵
夫
妻
は
、
母
親
を
亡
く
し
た
姪

孫
エ
リ
ザ
ベ
ス
（
ダ
イ
ド
に
と
っ
て
は
１
歳

上
の
又
従
姉
）
を
ち
ょ
う
ど
引
き
取
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
が
、
伯
爵
は
ダ
イ
ド
を
エ
リ
ザ

ベ
ス
の
遊
び
相
手
に
、
成
長
し
た
あ
か
つ
き

に
は
彼
女
の
私
的
な
付
き
人
（
メ
イ
ド
と
い

う
よ
り
は
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
近
い
存
在
）
と

な
る
よ
う
教
育
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

　

ダ
イ
ド
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
本
当
の
姉
妹
の

よ
う
に
仲
良
く
育
ち
、
ほ
ぼ
同
等
の
教
育
も

与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
貴
族
の
血
を
引
く
と

は
い
え
、
ダ
イ
ド
の
母
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
奴

隷
。「
奴
隷
の
子
ど
も
は
奴
隷
」
と
の
考
え
方

が
通
常
で
あ
っ
た
当
時
、
そ
れ
も
英
国
外
で

使
役
さ
れ
る
奴
隷
の
娘
と
い
う
こ
と
で
、
貴

族
社
会
で
は
異
質
な
存
在
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
来
客
時
に
は
夕
食
な
ど
で
の
同
席
は
許

さ
れ
な
い
な
ど
、
他
者
の
目
を
意
識
し
た
扱

い
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

家
族
か
ら
の
愛
情
に
恵
ま
れ
、
閉
鎖
的
で
厳

格
な
社
会
に
お
い
て
は
破
格
的
な
好
待
遇
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
聡
明
だ
っ
た
ダ
イ

ド
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
嫁
い
だ
後
は
裁
判
に

関
し
て
伯
爵
の
相
談
役
（
通
常
は
男
性
秘
書

の
役
割
）
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
ケ

ケンウッド・ハウスを征く

ケンウッド・ハウスで描かれた、ダイドとエリザベスの肖
像画。２人の仲の良さがうかがえる。
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The Breakfast Room ／朝食室 
朝食用の部屋であるため、壁は明るい色に仕上げられている。写真奥の壁の左端に飾られているの
は、ネルソン提督の愛人として名高いエマ・ハミルトン夫人の肖像画。

The Music Room ／音楽室
第２代マンスフィールド伯爵（エリザベスの父）の時代、食後の「The Drawing Room（談話室）」
として使われた部屋。訪問客とおしゃべりに興じながら、紅茶を飲んだり、音楽を奏でたりした。

※2021年７月 26日現在

Kenwood House
Hampstead Lane, London NW3 7JR
Tel: 020 7514 1958
https://www.english-heritage.org.uk/
visit/places/kenwood/

開館時間：	 水～日曜 11:00 ～ 15:00
入場無料（事前予約要）
行き方：

The Library ／図書室 
「The Great Room」とも呼ばれ、建築家ロバート・アダムの魅力が存分に活かされた、
ケンウッド・ハウス内で最も見ごたえがある部屋。「図書室」と名づけられているが、
来客用サロンとして活用されることを念頭にデザインされている。

ン
ウ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
付
属
牧
場
の
監
督
も
任

さ
れ
る
な
ど
、
家
禽
や
家
畜
の
管
理
に
も
携

わ
っ
て
い
る
。

　

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
伯
は
自
身
の
高
等
法

院
首
席
判
事
と
い
う
立
場
を
存
分
に
使
い
、

ダ
イ
ド
の
法
的
・
社
会
的
地
位
や
扱
い
に
対

す
る
批
判
を
か
わ
し
な
が
ら
彼
女
を
守
っ
た
。

そ
し
て
「
サ
マ
セ
ッ
ト
事
件
」
や
「
ゾ
ン
グ

号
事
件
」
と
い
っ
た
奴
隷
逃
亡
や
奴
隷
売
買

事
件
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
際
に
は
、
そ
も

そ
も
の
奴
隷
と
い
う
存
在
に
疑
問
を
投
げ
か

け
、
英
国
で
の
奴
隷
制
廃
止
へ
向
け
て
一
石

を
投
じ
て
い
る
。

　

伯
爵
は
１
７
９
３
年
に
ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
ハ

ウ
ス
で
息
を
引
き
取
っ
た
が
、
自
身
亡
き
後

の
ダ
イ
ド
の
立
場
を
心
配
し
、
遺
産
と
し
て

即
金
５
０
０
ポ
ン
ド
に
加
え
、
毎
年
１
０
０

ポ
ン
ド
を
贈
る
と
し
た
上
で
「
彼
女
は
自
由

で
あ
る
」
と
奴
隷
身
分
か
ら
の
完
全
解
放
を

遺
書
に
書
き
残
し
た
。
こ
れ
が
後
押
し
と
な

り
、
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
牧
師
一
家
の

息
子
で
、
家
令
を
務
め
る
男
性
と
結
婚
し
、

30
年
近
く
暮
ら
し
た
屋
敷
を
去
っ
て
い
る
。

　

真
っ
白
な
外
観
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
、

秘
め
ら
れ
た
歴
史
を
持
つ
ケ
ン
ウ
ッ
ド
・
ハ

ウ
ス
。
ぜ
ひ
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ス
を
散

策
が
て
ら
、
足
を
延
ば
し
て
み
て
は
？

The Dining Room ／晩餐室
一家のダイニング・ルームとして使われた、重厚感あふれる部屋。ここにはレンブラント、ターナー、コンスタブ
ルなどの著名画家の作品が飾られている。とくにフェルメール「ギターを弾く女」は必見。

　ダイドの苦悩と喜びを映像で見たい人は、映画
「Belle（ベル〜ある伯爵令嬢の恋〜）」（2013年）が
おすすめ。ダイド役を英女優ググ・ムバサ＝ロー、
マンスフィールド伯
爵をトム・ウィルキ
ンソンが演じてい
る。ただ、ロケ地
がケンウッド・ハ
ウスではないのが
残念。また、ダイ
ドの恋人が若き法
律家になっている
など、映画用に
ドラマチックな
演出が加えられ
ている。

地下鉄アーチウェイ駅／ゴルダーズ・グ
リーン駅からバス210番。ハムステッド
駅からバス603番。ハムステッド駅／ハ
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